
同社の人気商品の一部。チーズオムレツ（上）、ハートプ
レーンオムレツ（左下）、海老手綱	三つ葉入り（右下）。

　「事の始まりは、ある養鶏業者さんから、『高級な玉子焼き

をつくってブランド化しませんか』と誘われたのがきっかけ

でした」

　三和製玉の松永豊社長は、農商工連携ファンド事業の採

択を受けて始めた玉子焼きの開発を振り返る。

　同社は1961年創業の、業務用玉子焼きの専門メーカー。

1999年からは設備の機械化や工場の新設などの積極策に

舵を切り、2011年にはオムレツ工場を増設。１日数万個の

オムレツをつくるラインも整えた。積極策を打ち出し始めた

頃、松永社長はある経営コンサルタントに紹介されて当セン

ターを訪れるように。経営課題や社員教育などを相談するよ

うになった。

　「実は、玉子焼きの商品開発を支援していただけるとは思

ってもいませんでした。ところが養鶏業者に聞くと、『今は農

林水産物の６次産業化が進められているから、そういう支援

メニューがある。それを活用して高級玉子焼きをブランド化

し、販路開拓を試みたらいい』と勧められたのです。そこで

支援センターのマネージャーに相談して、富山県産の素材を

使った高級玉子焼きの開発が始まったのです」（松永社長）

　開発を目指したのは高級な厚焼き玉子とだし巻き玉子の２

つ。このプロジェクト用に開発した飼料（富山県産米と米糠

を独自配合・発酵させたもの）を食べさせた鶏が産んだ卵

「越のきらり」（連携者の床鍋養鶏産）をベースに、厚焼き

には富山の地酒「満寿泉」や「穴谷白醤油」を用いて、日本

酒の芳醇な香りと素材が持つ甘みを引き出させた。一方のだ

し巻きは、富山湾産のシロエビを香ばしく焼き上げ、昆布だ

しベースの卵液に混ぜ込んでシロエビの旨味と香りが楽しめ

る一品に仕上げられた。

　こうして生まれたのが「越乃匠」。厚焼きは１本700gで小

売価格は6,000円（税別）。中元・歳暮の時期には贈答用の

オーダーが入る他に、食通からの注文もネットや電話を介し

商工連携ファンド事業の支援を受けて開発された玉
子焼き「越乃匠」をPRするためにつくられたポスター。
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て入ってくるという。

　「越乃匠は、2017年12月から売り始めました。PR不足

の感は否めませんが、展示会で試食していただくと、そのお

いしさに皆さん『ほーっ』と感嘆されます。ただ大量に売れ

るものではなく、当社を代表する商品として末永く扱ってい

きたい」（松永社長）

　これまで７回出展した展示会（内４回はファンド事業によ

る支援）では副次的なビジネスが生まれたという。同社の業

務用の玉子焼きやオムレツに関心を持ったバイヤーが、取引

きを打診してきたのだ。

　「HACCPの認証を受けていることを紹介する資料も展

示していたのですが、それをご覧になられた方々から声をか

けていただき、７社の方々と商談を進めています」と松永社

長は満足げに語るのであった。

　2018年に入って松永社長は、同社の５年先、10年先を見

越して新たな設備投資を計画。商品の全量機械検査化を図

ろうというのだ。

　「玉子焼きの軽いおこげはおいしさの象徴ですが、焼き過

ぎると異物が混ざっているように見えます。目視ではその区

別はつきますが、人手不足で人材確保が難しく、たまに見落

としもあります。それを機械でやる。ただ、色差を高度に見分

ける機械は数千万円し、その資金を手当するために県の経営

革新計画の承認を得たいと思ったのです」

　松永社長は当機構の専門家派遣事業を活用して専門家を

招き、経営革新計画の申請に当たっての事業計画をブラッシ

ュアップするためにアドバイスを求めるとともに、事業承継

についても指導を仰いだ。

　「息子はまだ二十代で、すぐにバトンタッチはないにしても、

その時に備えて本人の自覚を促さなければいけません。そこ

で、第三者から厳しくご指導いただいた次第です。事業承継

の支援は、後継者の育成から始める場合は５年ほどかかる

ケースもあるそうで、当社も複数年にまたがって指導を受け

るものと思われます」と松永社長は語り、「経営権や資産の

引き継ぎについてもアドバイスいただきました」と続けた。

　その支援の概要については、『経営者のための事業承継マ

ニュアル』（中小企業庁）等をご覧いただくとして、これは中

小企業の喫緊の課題になっているため、当センターでは事業

承継ネットワーク事務局や事業引継ぎ支援センターと連携し

ながら対応を強化しているところだ。

同社のオムレツや玉子焼きの製造ライン。

農商工連携ファンド事業の支
援を受けて出展した展示会。
上／FOODEX	Japan	2018、
右／FOOD	TABLE	2018
（ともに幕張メッセ）。
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▼支援内容

松永豊社長
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P R O F I L E

富山市向新庄8-1-29
松永　豊
5000万円
70名
業務用の玉子焼き・オムレツの
製造販売
076-451-1555
076-451-6160
http://www.
sanwaseigyoku.co.jp/
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